
	 

様式Ｃ－１９	 

	 

科学研究費助成事業（科学研究費補助金）研究成果報告書	 

 

平成	 24年	 6月	 7日現在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究成果の概要（和文）： 
小学校体育科における「体つくり運動」の「多様な動きをつくる運動」により期待される
児童の動きの多様さを把握するための診断テストについては、現在の新体力テストだけの
実施では不十分といわざるを得ない。そこで本研究において選出した簡易コオーディネー
ション能力診断テストの活用可能性について検証した結果、結果の取扱に留意すれば活用
可能であることが示された。 
	 また、これらの診断テストの実施や分析の方法、また診断結果を授業等の実践へ導入す
る際の留意点については、ウェブサーバーを用いて、インターネット上にホームページを
開設して、これらの情報を公開した。 
 
研究成果の概要（英文）： 
“Karada Tsukuri Undo (in particular: various movement learning) ” in Physical 
Education for Japanease elementary school has no diagnosis tests. In this study’s aim 
is to develop the School Children’s Coordination ability Diagnosis Tests.  
The findings of the research is capable of being used this Tests in Physical Education 
class for Japanease Elementary school. How to use the Tests, Tests material and the 
table of standard values were opened to public on my personal Web Server system. 
 
交付決定額 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合	 計 
2009年度 900,000	 270,000	 1,170,000	 

2010年度 300,000	 90,000	 390,000	 

2011年度 400,000	 120,000	 520,000	 

総	 計 1,600,000	 480,000	 2,080,000	 

 
 
研究分野：総合領域 
科研費の分科・細目：健康・スポーツ科学 
キーワード：体育科教育、体つくり運動、コオーディネーション能力 
 
１．研究開始当初の背景  
平成 20 年 3 月に学校教育法施行規則の一部
改正と小学校学習指導要領の改訂が行われ、
小学校体育科では、低下の傾向が続く体力・
運動能力へ対応するべく、これまでの学習内
容に加え、「身体能力」の育成が、体育科の
学習内容として重視されることとなった。こ

の「身体能力」の育成のために、平成２３年
度からは、これまで高学年のみで行われてき
た「体つくり運動」が、６年間を通じて実
施されることとなった。また特に、低・中学
年には「多様な動きをつくる運動」の運動
が導入された。しかし、そうした学習によっ
て習得される「身体能力」を確認するための
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評価システムは、現時点では未整備であると
いわざるを得ない状況であった。 
 
２．研究の目的  
本研究の目的は、小学校体育科における「基
本の運動」に代わり６年間にわたって系統的
に実施されることとなった「体つくり運動」
（特に、低・中学年において中心的に実施さ
れる多様な動きをつくる運動）がねらいと
する「身体能力」の育成が適切になされてい
るかどうかを確認するため、とくに児童期に
発達の最適時を迎えるコオーディネーショ
ン能力に着目し、それらの能力を診断するこ
とのできる「児童用の簡易コオーディネー
ション能力診断テストの開発」を目的とし
た。 
また、これによって得られた研究成果を広く
社会に貢献するために、インターネットWeb
サーバーを利用した情報発信および情報収
集用Webサイト構築も目的とした。 
 
３．研究の方法	 
（１）平成 21 年度	 
①国内外の調査研究を行う。	 
②簡易コオーディネーション診断テス
トの作成	 
を行った。①においては、我が国の研究成
果について、主に論文の渉猟を中心におこ
なった。一方で、国外の調査研究として、
スポーツ運動学を体系化させたドイツ連
邦共和国のライプチヒ大学スポーツ科学
部が先進して研究しているコオーディネ
ーショントレーニングについて調査した。
特に、コオーディネーション能力の診断テ
ストについて詳細な調査を行った。	 
	 また、ライプチヒ大学が属するザクセン
州の基礎学校やスポーツ学校のスポーツ
教育（体育科）を調査した。	 
また、②については、①の調査の結果をも
とに、我が国における児童の体力・運動能
力の実像をより詳細にとらえるため、また、
新学習指導要領においてより重視される
「体つくり運動」の成果を確認することな
どを目的にしたコオーディネーション能
力診断テストを作成した。	 

	 
（２）平成 22 年度以降	 
①簡易コオーディネーション能力診断
テストの実施	 
②結果の分析と研究成果の公開	 
を行った。	 
①では、研究協力校（小学校、中学校など
数校）の所属機関長、担任教諭に対して事
前に研究の目的の了承を得た上で、21 年
度に作成した診断テストを２２年度は小
学校高学年児童に、２３年度は小学校中学
年に実施し、データ収集等を行った。	 

②では、収集したコオーディネーション能
力診断テストのデータの分析を実施した。
この際、テストの有効性を検証するために
体つくり運動を実施した「トレーニング
群」と体つくり運動の単元ではない「コン
トロール群」を設定した。	 
これらの研究成果は、所属学会などで発表
および学会誌への投稿を行う。これと並行
して、21 年度の調査において得られたコ
オーディネーション能力診断テストの詳
細、結果と分析などの情報をインターネ
ット WEB サーバーにおいて公開した。	 

	 
４．研究成果	 
（１）国内外の調査研究	 
国内外において考案・実施されているコオ
ーディネーション能力の診断テストをより
詳細に調査し、関連資料等を収集した。	 
この結果、我が国では、1970 年代後半から
1990 年代にかけて「調整力」研究が活発にな
され、特に 1981 年に体育科学センターによ
って、児童期の神経系の運動能力の診断テス
トとして「調整力フィールドテスト」が考
案され、発表されていることがわかった。基
準値も 4 歳〜9 歳まで整備され、教育現場に
普及を図ったとみられる。しかし、平成１０
年より実施されている「新体力テスト」の実
施以来、「調整力フィールドテスト」は、小
学校教育現場であまり実施されてはいない
ことがわかった。	 
一方国外の例として、本研究で特に調査研
究の対象としたドイツ語圏の研究成果から
は多くのコオーディネーション能力の診断
テストに関する研究成果があることがわか
った（表１）。	 
	 
表１	 主なコオーディネーション能力診断テスト	 

テスト名	 
対象年齢

(歳)	 

・跳び箱ブーメラン走	 6〜11	 

・身体コオーディネーションテスト	 5〜14	 

・ハイデルベルク巧緻性テスト	 9〜13	 

・10 歳児動作コオーディネーション

テスト	 

10	 

・幼児運動テスト	 4〜6	 

・粗大運動テストバッテリー	 10〜	 

	 Bös(2002)	 
	 
こうした研究成果とともに、実際の教育現
場の実態も併せて調査した。調査対象とした
のは、ドイツ・ザクセン州の小学校である。
ザクセン州は、学習指導要領（体育科）に相
当する Lehrplan-Sport において、基礎学校
（日本の小学校 1 年〜4 年に相当）の育成目
的の重要な柱としてコオーディネーション
能力が据えられていることがわかった。また、
各運動領域のスキルの学習の前提的能力と



 

 

して設定されている。さらに、選択必修科目
としても「コオーディネーション能力」があ
り、運動スキルの前提条件となるコオーディ
ネーション能力を育成するためのカリキュ
ラムが整備されていた。	 
この科目において扱われるそれぞれの教材
と評価との関連を詳細に調査した結果、ザク
セン州の小学校では、体力・運動能力につい
ての診断テストが定期的に実施されており、
コオーディネーション能力についても、これ
らの診断テストのなかに項目があり、これら
のテストをもとに児童の体力・運動能力が診
断され、授業内容の構築と同時に、1 年間で
体力・運動能力が変容したかを把握するのに
利用されていることがわかった。また、スポ
ーツ科の評価についても、これらの診断テス
トの結果が加味されていることが分かった。	 
小学校スポーツ科において実施されている
「基礎運動テスト」には、以下のタスクがあ
ることがわかった（表２）。	 
	 
表 2	 基礎運動テストの内容（第３学年）	 

・	 往復走	 	 ・ジグザグ走	 ・垂直跳び	 
・	 ３段跳び	 ・なわとび	 	 ・上体起し	 
・	 けんすい	 ・腕立て伏せ	 ・棒乗越え	 
・	 台上回転	 ・ボール反応	 ・椅子番号	 

	 
さらに、ザクセン州のライプチヒ大学は、
かつてより「動作学（Bewegungslehre）」に
根ざした動作コオーディネーション理論の
研究が盛んに行われている。そこで先進の研
究では、コオーディネーション能力をどのよ
うに診断・評価されるべきとしているかを調
査した。その結果、コオーディネーション能
力は、運動の形態によりさまざまな形を取り、
単一のテストですべてが把握されるわけで
はないという前提に立ち、それらを把握する
ためには、各スポーツ種目、年齢、育成する
コオーディネーション能力を選択した上で
検索できるようなスポーツコオーディネー
ション能力診断テストのデータベースの構
築が必要となり、現在、データベースソフト
を使用して詳細なデータベース作成を進め
ていることがわかった（図１）。そこで、実
際にこのデータベースを利用して、特に児童
期のコオーディネーションテストとして利
用可能なものがあるかどうかを検索した結
果、一般的な運動能力のテストとして活用で
きるものが複数検索結果として示された。	 
しかし、現在のところ、このデータベース
に基づいて児童の一般的運動能力としての
コオーディネーション能力診断テストが実
施されていることはなく、今後データベース
が整備されるなかで教育現場での活用の可
能性もあるとのことだったため、データベー
スの更新状況を確認しておく必要があるこ
とがわかった。	 

	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
図１	 スポーツコオーディネーション能力テスト

データベース（Spokoodat）のトップページ	 
	 
（２）簡易コオーディネーション診断テ
ストの作成	 
（１）の調査結果のうち、特にザクセン州の
小学校で実施されている「ザクセン基礎運動
テスト」のなかから、特にコオーディネーシ
ョン能力の診断に関わるテスト項目を参考
にして「簡易コオーディネーション能力診断
テスト」を作成した（表３）。	 
	 
表３	 簡易コオーディネーション能力診断テスト	 
●ジグザグ走	 

	 診断能力：分化能力，定位能力	 

●棒乗越え	 

	 診断能力：リズム化能力（可動性）	 

●ボール反応	 

	 診断能力：反応能力（瞬発力）	 

●平均台上回転	 

	 診断能力：バランス能力	 

●椅子番号走	 

	 診断能力：定位能力，反応能力	 

これらのテストの基準値は、各年齢に対応し
た基準値を用いた。	 
	 
（３）簡易コオーディネーション能力診
断テストの実施	 
6 年間を通じて実施される小学校体育科の
「体つくり運動」を実施する際に必要となる
能力アセスメントおよび、単元の実施成果を
確認する診断テストとして、前年度に選出し
た「簡易コオーディネーション能力診断テス
ト」を協力校において実施し、診断テストの
結果を収集した。	 
	 
①診断１	 
・対象：岡山市内の H 小学校６年生児童 52
名（男子 30 名、女子 22 名）	 
※あらかじめ、保護者、学校関係者に研究の
主旨を、文書等で十分に説明した上で、研
究手続きの了承を、同意書等で得た。	 
・テスト実施期日：2010年 5月 31日(profile)、
11 月 12 日(pre)、12 月 3 日(post)	 



 

 

・運動プログラムの実施	 2010 年 11 月に「体
つくり運動」単元に 5回(45 分)実施。実施
内容「バランス能力」、リズム化能力」	 
	 「空間定位能力」「反応能力」「分化能力」
を向上させる内容とした。	 
・授業評価：各運動プログラムの実施後に形
成的授業評価を行った。	 
・分析方法：全 3回の各テストの結果の比較
は、一要因分散分析（対応あり）に	 
	 て実施。また、身長、体重の体格データ（BMI)、
月齢、新体力テスト結果などと、診断テス
トの結果（測定値）の相関については、ピ
アソンの相関係数を用いて分析した。なお
検定結果はすべて 5％を有意水準とした。	 
	 
②診断２	 
・対象：岡山市内の小学校 3 年生児童 61 名
（男子 27 名、女子 34 名）	 
※あらかじめ、保護者、学校関係者に研究
の主旨を、文書等で十分に説明した上で、
研究手続きの了承を、同意書等で得た。２
クラスをそれぞれトレーニング群（37 名）
とコントロール群（24 名）とした上で、
両群にコオーディネーション診断テスト
（案）を 2回（プレテスト、ポストテスト）
実施した。2回のテストの間隔はどちらも
同じ７日とした。そのうち、トレーニング
群には、「体つくり運動」単元の「多様な
動きをつくる運動」として、コオーディネ
ーション能力を育成することを目的とし
た授業を実施した。	 

・テスト実施期日：	 
トレーニング群：2011年 12月 5日(pre)、
12 月 12 日(post)、	 
コントロール群：2012年 2月 16日(post)、
2 月 23 日(post)	 

・診断テスト内容：5つのテスト（上記）	 
・コオーディネーショントレーニングの実施	 	 
コントロール群に、プレテストーポストテ
スト間に「体つくり運動」単元に 3 回(45
分)実施した。	 

・	 授業評価：	 
コントロール群の各運動プログラムの実
施後に形成的授業評価を行った。	 

・分析方法：全 4回の各テストの結果の比較
は、t検定（対応あり）にて分析した。ま
た、新体力テスト結果と、診断テストの結
果（測定値）の相関については、ピアソン
の相関係数を用いて分析した。なお検定結
果はすべて 5％を有意水準とした。	 

	 
（４）結果の分析	 
（３）において実施した診断テストの結果よ
り、児童期のコオーディネーション能力診断
テストを多角的に分析した。	 
	 
①診断１の結果	 

まずは、高学年における実施結果について、
図２に各診断テストの測定結果を図示した。
ボール反応と椅子番号走には 3回のテスト間
で差がありそうだが、他の診断項目ではあま
り差がないといえる。そして、より詳細な分
析を行った（１要因の分散分析）。その結果、
ボール反応と椅子番号走においては，得点間
に有意な差が認められた（１％水準）。多重
比較検定の結果，ボール反応と平均台上回転
では 1 回目より 2 回目の得点が増加したが，
椅子番号走とジグザグ走では，1 回目より 2
回目が減少した。またコオーディネーション
トレーニングを実施した前後である 2回目か
ら３回目には，椅子番号走では増加したが、
ボール反応では減少した。棒乗越えはどの期
間でも優位な差はなかった。	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 

図２	 診断１の結果の比較	 
	 

このことから、各測定結果間において、有
意な差が認められる項目がみられたが、特に
「体つくり運動」の「多様な動きづくり」の
単元を実施した前後における得点差におい
て有意な差として挙げられるのは、椅子番号
走だけであることがわかった。このことから、
高学年において本テストを直接診断テスト
項目とすることは難しいことが示唆された。	 
しかし、コオーディネーション能力は、筋
力やスピード、持久運動能力などのコンディ
ション能力をどう活用しているかという神
経系の運動能力であることを考えると、コン
ディション能力との関連のなかで診断する
必要がある。そこで、１クラスを対象とした
場合、「コオーディネーション能力簡易診断
法（逆順位法）」によって児童のコオーディ
ネーション能力を診断できる方法を提示し
た。	 
	 
②簡易診断法（逆順位法）	 
Kupper	 (1984)	 によって提示されたスポーツ
選手選抜システムの方法を援用して，クラス
内での逆順位をもって，診断テストの結果を
再解釈する逆順位法を試みた。	 



 

 

により求めることができる。たとえば，図３
の児童の場合だと，比較的筋力は低めだが，
持久力は高めといえ，今後，加齢に伴いコオ
ーディネーション能力を活用して，筋力はさ
らに向上することが見込める反面，持久力を
さらに向上させるためには持久系の運動に
関わるコオーディネーション能力を向上さ
せる必要があることがわかる。	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
図３	 エネルギー系運動能力とコオーディネーション
能力と関係	 
	 
方法２では，各コオーディネーション能力が
必要とされる運動へのコンディション能力
の活用度を診断する。これによって，各コオ
ーディネーション能力のより詳細な診断が
でき，方法１と併せて実施することで，児童
の運動能力の評価ができる。	 

により求めることができる。たとえば，図４
の児童の場合だと，ほとんどのコオーディネ
ーション能力においてコンディション能力
の得点順位のほうが高いことから，今後の運

動指導においては，筋力などのようなコンデ
ィション能力を高める運動ではなく、コオー
ディネーション能力を高める運動を促進し
ていくことが望ましいことがわかる。	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 

図４	 各コオーディネーション能力へのコ

ンディション能力活用度	 

	 

③	 診断２の結果	 
トレーニング群は、男女ともプレテストとポ
ストテスト間において複数のテスト項目（女
子：３項目、男子：２項目）で有意な差が認
められた（図５、図６）。その一方、コント
ロール群では、女子のみに２項目に有意な差
が認められた。これらから、トレーニング群
において、実施した「体つくり運動」の「多
様な動きを作る運動」の授業の効果があった
とみることができる。特に「平均台上回転」、
「椅子番号走」については、トレーニング群
にのみ記録の向上がみられた。これは、今回
の授業内容のうちバランス能力、反応能力を
ねらった授業内容による効果があったと考
えられるとともに、その効果を診断するテス
トとしての使用可能性があることが示唆さ
れた。	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
図５	 診断テスト結果の変化（トレーング群:女子）	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
図６	 診断テスト結果の変化（トレーング群：男子）	 

●方法 1	 
1. 筋力（握力，上体起こし，立ち幅の平
均）得点と持久力（20m シャトルラン）
得点を逆順位法で並べてその順位点を
Xとする。	 

2. コオーディネーション能力診断テスト
の総得点を逆順位法で並べてその順位
点を Yとする。	 

3. Y-X で，エネルギー系運動能力へのコ
オーディネーション能力の関係を算
出。３回の計測結果から関係の変化を
グラフ化する。	 

●方法２	 
１．	 新体力テストの総合得点を逆順位法

で並べてその順位点を Xとする。コオ
ーディネーション診断テストの各タ
スク得点も逆順位法で並べてその順
位点を Yとする。	 

２．	 Y-X で，コオーディネーション能力の
活用度を算出。	 

３．	 診断テスト項目それぞれを算出する。	 
４．	 この 5 つをグラフ化する	 



 

 

（５）研究成果の公開	 
診断１および診断２によって、明らかになっ
た結果、および本研究において収集した資料
等については、所属学会等にて発表・投稿す
るだけではなく、より即時的に公開ができる
インターネット Web サーバーを用いて公開す
ることとした。具体的には、本研究において
収集の上選出した診断テストについては、よ
り汎用性を高めるためにデータベースとし
て、その実施法、留意点、基準値などを公開
することとした。また、これらのテストに加
えて、今後さらに多くのテストが開発される
可能性がある。よって、これらのデータを公
開する際は、コンテンツマネジメントシステ
ム(CMS)によって公開し、閲覧者からも情報
（診断テストの実施感想、新たなテストの案
など）が発信できるように工夫し、多くの診
断テスト案がアップロードされるというイ
ンタラクティブな情報発信サーバーとした。	 
	 
（６）まとめ	 
本研究の調査結果から選出された簡易コオ
ーディネーション能力診断テストは、中学年
（３年生）においては、バランス能力を診断
する「平均台上回転」テストと、空間定位
および反応能力を診断する「椅子番号走」
テストについては、診断テストとして利用可
能であることがわかった。一方で、高学年（６
年生）の診断結果の分析から、テスト結果の
有意差は項目によって違いがあるなど、児童
のコオーディネーション能力を診断するテ
スト項目として改善の余地があることがわ
かった。ただし、コオーディネーション能力
は、筋力やスピード、持久運動能力などのコ
ンディション能力をどう活用しているかと
いう神経系の運動能力であることを考える
と、コンディション能力との関連のなかで診
断する必要がある。そこで、学校教育現場に
おいて１クラスあるいは１学年を対象とし
た場合、「コオーディネーション能力簡易診
断法（逆順位法）」によって児童のコオーデ
ィネーション能力を診断できる方法につい
て検討した。これにより、コンディション能
力の「活用度」といったものが導出され、そ
れらを図示化することで、クラスや学年での
児童の運動能力の特性がよりはっきりと示
され、日頃の学校体育をはじめとする運動指
導において個々の児童に応じた指導の働き
かけ、および体力・運動能力の評価が可能と
なることが示唆された。	 
子どもの体力は、下げ止まりあるいは、改
善の傾向にあるとされている。しかし、かつ
ての高かった水準に比較すれば、いまだに低
い状態であるとともに、運動をする群としな
い群の差という体力の２極化については、依
然として課題がある状態といえる。こうした
状況を打開するために、いわば、「根拠に基

づいた教育」が今後さらに重要視されるこ
とになる。こうした現状を考えると、本研究
によって得られた成果である「体つくり運
動」なかでも、「多様な動きをつくる運動」
の授業によって、児童らにどのような学びが
あったのか、体力・運動能力にどのような変
化があったのかなどを、把握するためのコオ
ーディネーション能力の診断テストは、カリ
キュラムの実施効果の説明責任を果たすこ
とになる。今後は、今回得られた知見を、本
研究によって構築した Web サーバーや論文等
を通じて広く公開して、より多くの教育現場
でこの診断テストが利用されるように尽力
したい。	 
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